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第 132 回ワーキンググループ会議（R7.6.26） 

誰もが参加できる、新しいスポーツのかたち 

～高齢者とｅスポーツの可能性～ 

話題提供者：一般社団法人滋賀県ｅスポーツ協会 多賀 洋平さん 

第 133 回ワーキンググループ会議 

日時：令和 7 年 7 月 13 日(日)14：00～16：00 

場所：徳田医院 （彦根市出路町 218-1）（ZOOM 可） 

内容： 

14：00～ 

テーマ「寄り道したくなる診療所“くわくわ”」 

     話題提供者：一般社団法人くわくわ企画 

            理事 久保 有美さん、代表 徳田 嘉仁さん 

     施設見学、グループワーク 

16：00 終了 

 

 

ｅスポーツとは？ 

ビデオゲームを使って行う競技のこと

を指します。 

高齢者でも操作が簡単なゲームや、視

覚的に分かりやすい内容を選べばすぐ

に楽しめる新しい遊び。人との関わ

り、脳や身体の働き、楽しみ、レクリ

エーションのマンネリ、など高齢者の

抱える課題にも活用できる。 

高齢者が抱える課題である、人の関わ

りの減少、脳や身体の働きの低下、楽

しみや目標が見つけにくい等の課題解

決のツールとして活用ができる。 

【ｅスポーツ導入のステップ】 

１．目的を明確に 

↓ 

２．担当チームを編成 

    ↓ 

３．簡単な機材を準備 

（ゲーム機 1 台で OK！） 

    ↓ 

４．小規模な体験会を開催 

    ↓ 

５．定期開催と地域連携 

実際に高齢者施設でｅスポーツを導入

されているところもあり、ゲームを通

じて利用者同士や職員との交流が活性

化、世代を超えた「つながり」を生み

出す取り組みであり、心・体・社会と

の関りを豊かにするきっかけづくりと

なる。 

 

6 月のワーキンググループ会議は、一

般社団法人滋賀県ｅスポーツ協会の多

賀洋平さんから、「誰でも参加でき

る、新しいスポーツのかたち」という

ことでｅスポーツの活用した取り組み

についてお話いただきました。実際に

ゲーム機材を準備していただき、グル

ープワークの時間を利用して、体験会

を実施し、参加者や周りの方も自然と

笑顔になるツールであると実感しまし

た。とても楽しいワーキンググループ

会議になりました。 

・体感的にできるので、利用者さんと

か高齢者の方もすんなり入れるんじゃ

ないかなと思いました。 

・こういうゲームでエビデンス取って

いって、認知機能が良くなったとか元

気になったとかっていうのが集まる

と、もっと普及するのかなって感じま

した。 

・こういうのが好きだった方とか予防

事業とかも委託受けてたりするのでそ

ういうところに入れられたりとかでき

そうやなっていうふうには思いまし

た。 

 

 

 

参加者の声 


